
ＩＣＴ活用工事 現場技術交流会
ｉｎ愛知県豊田市 テキスト

建設ＩＣＴ導入普及研究会

平成３０年 ２月 ２日（金）
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ＩＣＴ活用工事 現場技術体験会 in愛知県豊田市

プログラム

１．開会挨拶 建設ＩＣＴ導入普及研究会 13:30～13:35

２．事業概要説明 豊橋河川事務所 13:35～13:40

３．工事・技術概要説明 太啓建設（株） 13:40～13:50

４．体験技術
①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、レーザースキャナによる

地形測量
②【実演】ＭＣバックホウ
③【座学】３次元設計データ作成・３次元出来形管理

建設ＩＣＴ導入普及研究会協力会員 13:50～15:20
（30分×3）

５．質疑応答 15:20～15:30

６．閉会（解散）

※ＩＣＴ導入なんでも相談会 国土交通省・ＩＣＴアドバイザー・ソフト
ベンダー・リース会社

15:30～

１班 ２班 ３班

１３：５０～ ① ② ③

１４：２０～ ② ③ ①

１４：５０～ ③ ① ②

技術体験ローテーション
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班名 組織（会社）名
参加
人数

【班長】（一社）中部地域づくり協会 1 １３：５０～ １４：２０～ １４：５０～

（株）淺沼組 1

太陽建機レンタル(株) 3

（株）ビーイング 3

オリエンタル白石（株） 3

西尾レントオール（株） 1

(株)大竹組 2

（株）三進 1

海部建設（株） 2

（株）河村産業所 2

レンテック大敬(株) 3

（有）愛河興業 1

矢作建設工業(株) 3

（有）パル文化財研究所 1

岡田建設（株） 3

（株）名北総合技研 1

（株）嶺水 1

国土交通省　中部地方整備局　浜松河川国道事務所 3

飛島建設（株） 2

【班長】国土交通省　中部地方整備局① 1 １３：５０～ １４：２０～ １４：５０～

（株）ティーネットジャパン 3

岩部建設（株） 1

黒柳建設（株） 1

瀧上工業（株） 2

ライト工業（株） 3

徳倉建設（株） 2

大成ロテック(株) 2

中部土木（株） 3

国土交通省　中部地方整備局　中部技術事務所 3

国土交通省　中部地方整備局　庄内川河川事務所 1

（株）近藤組 1

（有）トプラス 1

（株）鴻池組 3

国土交通省　中部地方整備局　矢作ダム管理所 2

朝日土木（株） 2

国土交通省　中部地方整備局　名古屋国道事務所 3

（株）シモダ道路 3

名古屋市 1

【班長】国土交通省　中部地方整備局② 1 １３：５０～ １４：２０～ １４：５０～

国土交通省　中部地方整備局　豊橋河川事務所 3

東海旅客鉄道（株） 1

（一財）先端建設技術センター 1

太啓建設（株） 2

（株）安藤組 1

安藤工務（株） 1

稲武土建（株） 1

（株）小野組 1

河木興業（株） 1

（株）小松 1

近藤商事土木（株） 3

（株）榊建設 1

澤組（株） 1

（株）鈴喜組 1

須藤建設工業（株） 2

（株）テクナス 1

東明土木（株） 1

中澤建設（株） 1

（株）原田工務店 1

フクタ建設（株） 1

藤本建設（株） 3

松山建設工業（株） 1

（株）三宅組 1

安山建設（株） 1

技術指導 （株）トヨトミ 7 ①－１【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、レーザスキャナによる地形測量

技術指導 （株）サーベック 4 ①－２【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、レーザスキャナによる地形測量

技術指導 （株）シーティーエス 4 ①－３【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、レーザスキャナによる地形測量

技術指導 コマツ名古屋/レンタル21（株式会社前田製作所） 14

技術指導 福井コンピュータ（株） 4

発注者 国土交通省　中部地方整備局　豊橋河川事務所 4

受注者 太啓建設（株） 10

事務局 国土交通省　中部地方整備局 2

157

班別参加者一覧表

②【実演】ＭＣバックホウ

③【座学】3次元設計データ作成・3次元出来形管理

技術体験ローテーション

②【実演】ＭＣバックホウ
③【座学】3次元設計データ作成・

3次元出来形管理

②【実演】ＭＣバックホウ
③【座学】3次元設計データ作成・

3次元出来形管理
３班－１

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

２班－１

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

２班－２

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

２班－３

１班

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

１班－１

②【実演】ＭＣバックホウ

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

３班－１

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

３班－２

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

３班－３

２班

３班

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

１班－２

①【座学・実演】ＵＡＶ（ドローン）、
レーザスキャナによる地形測量

１班－３

③【座学】3次元設計データ作成・
3次元出来形管理
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○位置図

※地理院地図（電子国土Web）より作成

駐車場（集合場所）

矢作川

下り線（左岸から右岸）
からは右折不可！

右岸 左岸

白浜公園
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豊
田

市
街

地
区

間
の

河
道

掘
削

の
事

業
概

要

豊
田

ス
タ
ジ

ア
ム

平
成

２
９
年

度
矢
作
川
白
浜
護
岸
工
事

：
施
工
完
了

：
H2

9年
度
施
工
中

：
H2

9年
度
白
浜
護
岸
工
事

：
H3

0年
度
以
降
施
工

【
事

業
概

要
】

●
平

成
１
２
年

９
月

の
東

海
豪

雨
は

既
往

最
大

の
出

水
と
な
り
、
豊

田
市

街
地

は
浸

水
等

の
大

き
な
被

害
を
被

っ
た
。

●
再

度
災

害
防

止
の

た
め
、
河

道
の

流
下

能
力

向
上

を
目

的
と
し
て
、
平

成
２
７
年

度
か

ら
豊

田
市

街
地

区
間

の
河

道
掘

削
を
実

施
し

て
い
る
。

豊
橋
河
川
事
務
所

標
準
横
断
図

河
道

掘
削

平
面
図

河
道

掘
削

範
囲
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平
成
2
9
年
度
矢
作
川
白
浜
護
岸
工
事
工
事
概
要

☆
工
事
場
所
：
愛
知
県
豊
田
市
白
浜
町
地
先

☆
工
事
内
容
：
河
川
土
工

1
式

掘
削
工
V
=
1
7
,0
0
0
㎥（
ﾏ
ｼ
ﾝ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
: 
ﾊ
ﾞ
ｯ
ｸ
ﾎ
ｳ
）

☆
工

期
：
平
成
2
9
年
7
月
2
8
日
～
平
成
3
0
年
4
月
2
5
日

法
覆
護
岸
工
1
式

☆
発
注
者
：
国
土
交
通
省
豊
橋
河
川
事
務
所

堤
防
養
生
工

1
式

捨
石
 
 
 
　
　

浸
食
防
止
シ
ー
ト
（
標
準
部
）

野
芝
付
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル

φ
4
0
0
内
外

A
s

(
1
:
3
.
0
)

標
準
横
断
図

矢
作
川
上
流
よ
り
下
流
を
望
む

矢
作
川
下
流
よ
り
上
流
を
望
む
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A
V
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よ
る
起
工
測
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.
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２
丁
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ひ
ま
わ
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森
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水
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倉
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元
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小
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市
体
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館

み
ず
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矢
作
川

安
永
川
東
支
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枝下用水６号放水口

加
茂
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水
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（

市
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（
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国

森
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水
樋
管

（
）

市

プ
ー
ル

プ
ー
ル

ヘ
リ
ポ
ー
ト

床
固

I
P
-
5

NO.24

NO.25

NO.26

NO.27

NO.28

NO.29

NO.30

NO.31

NO.32

NO.3
3

NO.
34

NO.
35

NO.
36

I
P
-
5

I
A 
=

3
7
-
0
4
-
0
4

R
 
=

4
0
0

T
L
 
=

1
3
4
.
1
0
2

C
L
 
=

2
5
8
.
7
8
2

S
L
 
=

2
1
.
8
8
1

Y
L
3
9
.
0

BC-5

SP-5

EC-
5

伐
竹
（
除
根
有
）

3
9
k
4

4
2
.
7

（

）

県

NO.
36

【
起
工
測
量
範
囲
】

今
回
、
当
現
場
で
は
U
A
V
を
使
用
し
た
起
工
測
量
を
実
施
し
ま
し
た
。

U
A
V
測
量
施
工
計
画
書
を
作
成
し
、
測
量
範
囲
、
使
用
機
械
を
選
定
し
、
そ
の
計
画

に
則
り
行
い
ま
し
た
。

飛
行
前
に
写
真
デ
ー
タ
の
位
置
合
わ
せ
に
必
要
な
標
点
、
3
次
元
設
計
デ
ー
タ
の
誤

差
確
認
に
必
要
な
検
証
点
を
現
地
に
設
置
し
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ
9
0
％
、
ｻ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ
6
0
％
と

な
る
飛
行
計
画
に
て
撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ
を
写
真
測
量
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
A
g
is
o
ft
 

P
o
to
S
c
a
n
）
に
て
合
成
・
解
析
処
理
し
た
後
、
点
群
処
理
ソ
フ
ト
（
T
R
E
N
D
-

P
O
IN
T
）
に
て
編
集
処
理
を
行
い
横
断
図
の
作
成
を
し
ま
し
た
。

<使
用
機
械
>

・
U
A
V
（
ド
ロ
ー
ン
）
「
エ
ン
ル
ー
ト
Q
C
7
3
0
」

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
「
S
O
N
Y
α
6
0
0
0
」

・
写
真
画
像
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
A
g
is
o
ft
 P
h
o
to
S
c
a
n
」

【
測
量
状
況
】

【
起
工
測
量
点
群
デ
ー
タ
】

「
P
h
o
to
S
c
a
n
」

「
T
O
R
E
N
D
 P
O
IN
T
」

<
デ
ー
タ
の
処
理
>

9



3
次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成

3
次
元
設
計
デ
ー
タ
と
は
平
面
・
縦
断
線
形
・
横
断
形
状
等
の
設
計
情
報
を
数
値
化
し
た
も
の
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
今
回
工
事
は
土
木
施
工
管
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
福

井
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
E
X
-
T
R
E
N
D
武
蔵
」
）
に
て
L
a
n
d
X
M
L
デ
ー
タ
に
し
て
IC
T
建
設
機
械
（
今
回
工
事
は
M
C
バ
ッ
ク
ホ
ウ
）
に
よ
る
施
工
及
び
出
来
形
管
理
に
活
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
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=
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平
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起
工
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点
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ー
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3
次
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設
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デ
ー
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（
T
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の
合
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流
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】
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下
流
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群
デ
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デ
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T
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よ
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ソ
フ
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ウ
ェ
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上
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3
6
0
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視
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で
現
況
と
の
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M
C
（
ﾏ
ｼ
ﾝ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
）
バ
ッ
ク
ホ
ウ

今
回
IC
T
施
工
の
対
象
と
し
て
河
川
土
工
の
掘
削
工
を
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
て
施
工
し
て
い
ま
す
。
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
建
設
機
械
の
操
縦

席
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
施
工
す
る
部
分
の
完
成
形
と
刃
先
位
置
を
表
示
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
画
面
上
の
刃
先
と
実
際
の
刃
先
の
位
置
は
G
N
S
S
で
リ
ン
ク
し
て
お
り
、

マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
技
術
に
油
圧
制
御
を
加
え
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
計
画
面
よ
り
深
く
掘
り
進
め
よ
う
と
す
る
と
自
動
で
制
御
が
か
か
り
、
そ
れ
以
上
掘
り
進
め

な
く
な
る
た
め
簡
単
に
効
率
的
な
掘
削
作
業
が
行
え
ま
す
。

【
G
N
S
S
ア
ン
テ
ナ
】

【
慣
性
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
】

【
ス
ト
ロ
ー
ク
セ
ン
サ
】

【
モ
ニ
タ
ー
画
面
】

【
操
縦
席
内
】

◎
M
C
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
あ
る
が
、
モ
ニ
タ
ー
画

面
に
は
機
械
の
位
置
状
況
、
刃
先
の
位
置
情
報

等
各
種
情
報
が
見
え
る
事
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
自
身
の
目
で
状
況
を
確
認
す
る
事
が
で
き

ま
す
。

11



起
⼯
測
量

測
量

設
計

施
工

検
査

設
計
デ
ー
タ
作
成

IC
T建
機
施
⼯

出
来
形
管
理

i-
Co
ns
tr
uc
tio
n

株
式
会
社
ト
ヨ
ト
ミ

ド
ロ

ー
ン

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
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起
工

測
量

は
ド

ロ
ー

ン
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

出
来

形
管

理
は

ド
ロ

ー
ン

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー

起
⼯
測
量

出
来
形
管
理

i-
Co
ns
tr
uc
tio
n

株
式
会
社
ト
ヨ
ト
ミ

13
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起
工
測
量

U
A

V
又
は

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

出
来
形
検
査

U
A

V
又
は

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

15



機
材
選
定

点
群
デ
ー
タ
取
得
機
器
の
選
定

・
Ｕ
Ａ
Ｖ

・
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

・
そ
の
他
三
次
元
計
測
技
術

３
次
元
起
工
測
量
は

U
A
V

 に
よ
る
航
空
写
真
測
量
（
以
下
「

U
A
V

 測
量
」
と
い
う
）

に
よ
る
こ
と
と
す
る
が
、
高
圧
電
線
直
近
で
飛
行
す
る
等
の
制
約
に
よ
り
、

U
A
V
 測

量
が
不

適
当
な
場
合
は
、

L
S
 や

そ
の
他
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
経
済
性
比
較
に
よ
り

U
A
V

 測
量
よ
り

L
S
、
そ
の
他
の
手
法
が
優
位
で
あ
る
場
合
は
、

L
S
、
そ
の
他
の
手
法
を
用
い
て
良
い
。
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
手
引
き
よ
り
）

U
A
V

 に
よ
る
航
空
測
量
実
施
が
不
適
当
な
現
場
条
件
例

①
伐
採
前
の
林
地
・
草
刈
り
前
の
草
地

②
流
水
の
あ
る
河
川
の
河
床

③
積
雪

＊
Ｕ
Ａ
Ｖ
で
測
量
を
実
施
の
場
合
、
飛
行
条
件
を
確
認
し
関
係
法
令
・
規
定
を
遵
守
す
る
。

16



Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
測
量
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Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
測
量
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Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
測
量

19



ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
測
量

施
工
計
画
書

20



ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
測
量

21



ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
測
量

22



Ｕ
Ａ
Ｖ
取
得
デ
ー
タ
の
処
理

取
得
画
像

•
U

A
V
撮
影
デ
ー
タ
（
写
真
）

•
（
ド
ロ
ー
ン
）

画
像
処
理

ソ
フ
ト

•
写
真
デ
ー
タ
の
合
成
と
点
群
の
生
成

•
（

C
O

N
T
E
X

T
、

P
I
X

4
D
、

P
H

O
T
O

S
C

A
N
等
）

点
群
処
理

ソ
フ
ト

•
点
群
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
設
計
デ
ー
タ
と
比
較
し
差
分
を
抽
出

•
（

T
-P

O
I
N

T
、

S
I
T
E
-S

C
O

P
E
、

L
A

N
D

 F
O

R
M

S
等
）

23



ス
キ
ャ
ナ
ー
デ
ー
タ
の
処
理

ス
キ
ャ
ナ
ー

観
測

•
ス
キ
ャ
ナ
ー
観
測
デ
ー
タ
（
点
群
）

•
（
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
）

点
群
処
理

ソ
フ
ト

•
点
群
の
合
成

•
（
ス
キ
ャ
ナ
ー
メ
ー
カ
ー
ソ
フ
ト
）

点
群
処
理

ソ
フ
ト

•
合
成
さ
れ
た
点
群
デ
ー
タ
を
設
計
デ
ー
タ
と
比
較
し
差
分
を
抽
出

•
（

T
-P

O
I
N

T
、

S
I
T
E
-S

C
O

P
E
、

L
A

N
D

 F
O

R
M

S
等
）

24
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2

３
次
元
計
測
機
器
の
特
徴

据
置
型

車
載
型

精
度

範
囲

高 狭

低 広

○
高
密
度
、
高
精
度
の
計
測
が
可
能

○
上
部
、
裏
側
の
計
測
が
可
能

○
線
形
（
道
路
）
の
計
測
が
容
易

○
広
範
囲
の
計
測
が
容
易

飛
行
型

△
計
測
員
が
行
か
れ
る
場
所
に
限
定
さ
れ
る

（
器
械
が
設
置
で
き
る
場
所
に
限
定
）

△
上
空
視
界
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る

△
交
通
量
が
多
い
と
計
測
が
困
難

△
航
空
制
限
等
の
規
制
が
あ
る

N
G
：
上
空

15
0m
以
上
、

D
ID
区
間

・
・
・
な
ど

△
樹
冠
下
等
は
計
測
が
不
可
能

・
目
視
で
き
な
い
部
分
の
計
測
に
コ
ツ
が
あ
る

（
「
裏
側
」
が
計
測
で
き
な
い
）

・
対
向
車
両
、
駐
停
車
車
両
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る

・
太
陽
の
向
き
、
天
候
な
ど
に
品
質
と
精
度
が
左
右
さ
れ
る

・
晴
天
時
は
日
陰
部
分
が
精
度
不
良
に
な
り
や
す
い

・
フ
ラ
イ
ト
は
無
風
・
弱
風
時
に
限
ら
れ
る

※
測
量
計
測
の
場
合
は
、
高
性
能
カ
メ
ラ
が
必
須

→
カ
メ
ラ
重
量
を
加
味
す
る
と
大
型
Ｕ
Ａ
Ｖ
が
必
須
と
な
る

※
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

※
Ｍ
Ｍ
Ｓ

（
モ
ー
ビ
ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）

※
Ｕ
Ａ
Ｖ

（
通
称
：
ド
ロ
ー
ン
）i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n

i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n

i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n

i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
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3

地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

トー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン
で
の
観
測

⾼
精
度

手
間

時
間

コス
ト

27



4

点
か
ら
面
へ

⾼
密
度

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャナ
ー
で
の
観
測

後
か
ら

必
要
な
情
報
が

取
り出

せ
る
︕

⾼
効
率

地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

28



5
現
場
の
必
要
な
デ
ー
タは

ま
る
ご
と全

て
取
得

レ
ー
ザ
ー
照
射

画
像
デ
ー
タ

点
群
デ
ー
タ（

色
付
き
）

＋

3Ｄ
点
群
デ
ー
タ（

輝
度
）

地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

29



Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
た
空

中
写

真
測

量

6

起
工
測
量
（
数
量
計
測
）

出
来
形
計
測

要
求
精
度

±
10

0
m

m
±

50
m

m

地
上
画
素
寸
法

2
cm

1
cm

点
密
度

50
cm
メ
ッ
シ
ュ
以
下

10
cm
メ
ッ
シ
ュ
以
下

フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
要
求
精
度

■
写
真
の
ラ
ッ
プ
率

進
行
方
向

８
０
％
以
上

隣
接
コ
ー
ス

６
０
％
以
上

対
地
高
度

5
0
m
程
度

飛
行

高
度

と
ラ

ッ
プ

率

撮
影
素
子

１
素
子
の
寸
法

焦
点
距
離

撮
影
高
度

レ
ン
ズ

地
上
画
素
寸
法

90
%
→

80
%
に
変
更

30



7

Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
た

空
中

写
真

測
量

対
空
標
識
の
標
準
形
状

対
空
標
識
の
設
置

白
黒
を
標
準
と
し
、
状
況
に
応
じ
て
黄
色
や
黒
色
と
す
る
。

対
空
標
識
の
直
径
は
１
５
画
素
以
上

30
0m

100m

計
測
範
囲

外
部
標
定
点

内
部
標
定
点

検
証
点

標
定
点
と
検
証
点
の
イ
メ
ー
ジ

10
0m
以
内

隣
接
す
る
外
部
標
定
点
間
距
離

10
0m
以
内

任
意
の
内
部
標
定
点
と
そ
れ
を
囲
む
各
標
定
点

と
の
距
離

20
0m
以
内
（
出
来
形
計
測
）

標
定
点
か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
た
位
置
に

計
測
範
囲
内
に
均
等
に
配
置

31



8

要
求
事
項
を
も
と
に
飛
行
高
度
、
飛
行
速
度
（
撮
影
間
隔
）
を
決
定

Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
た
空

中
写

真
測

量

フ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
の
策
定

32



9

計
測
イ
メ
ー
ジ
（
離
着
陸
以
外
は
自
律
飛
行
）

Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
た

空
中

写
真

測
量

33



10

Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
た

空
中

写
真

測
量

撮
影

し
た
写
真
か
ら

３
次

元
形

状
の

モ
デ

ル
化

（
3
次
元
化
処
理
）

34



ドローン測量 

施工計画作成 

ICT建機 
による施工 

検査･維持更新 
の効率化 

日々の 
施工の見える化 

ステレオカメラ 

現場でのＰＤＣＡサイクルを実現 

建設に関わるあらゆる情報を一元管理し、建設現場の全てをＩＣＴでつなげる「スマート
コンストラクションアプリ」  安全で生産性の高い現場を実現し、さらに蓄積されたデータ
は、インフラ整備や災害復旧にも役立てることができます。 

株式会社前田製作所/コマツ名古屋 
 愛知県北名古屋市鍛冶ヶ一色西1-11 

TEL 0568-26-6106 FAX 0568-26-6107 
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スマートコンストラクションアプリ 
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GNSS(GPS) 位置情報の取得方法 
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① 図面取込

設計図面をCADに取込ま
す。
【取込可能データ】
SXF(SFC/P21/SFZ/P2Z)
DXF・DWG
JWW・JWC

② 座標入力

基準点や主要点の座標を入力しま
す。
【入力方法いろいろ】

・座標リストを見て手入力
・ＣＡＤ図面上からマウス入力
・ＳＩＭＡ、ＡＰＡ、ＣＳＶ取込

・EXCEL等からコピー貼り付け

３次元設計データ作成技術の紹介

（１）システムの役割

3次元測量による出来形管理を行うには、比較対象となる設計データが必要となります。ＣＡＤ図面データ
や設計計算書をもとに、3次元設計データを作成します。作成した3次元設計データは、3次元測量による出来形
管理だけでなく、マシンコントロール/マシンガイダンス用の設計データとしても利用できます。

（２）機器構成
・EX-TREND武蔵Ver.17 建設ＣＡＤ＋3次元設計データ作成オプション（ソフトウェア）

（３）作業手順
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ＩＣＴ活⽤⼯事現場技術体験会 アンケート
本⽇は、ＩＣＴ活⽤⼯事現場技術体験会に参加していただき、誠にありがとうございます。
今後の体験会及び建設ＩＣＴ導⼊普及研究会の活動の参考とさせていただきたいとおもいますので、

アンケートにご協⼒をお願いします。
尚、参加登録時に「ＣＰＤＳ受講証明書」を希望された⽅は、本アンケートと引き替えに証明書をお渡し

させていただきます。

アンケートは該当する項⽬に、「○」印、⼜はご記⼊をお願いします。

Ｑ１ 業 種

①．建設企業 ②．コンサルタント ③．開発企業 ④．リース・レンタル会社 ⑤．団体等
⑥．官公庁・⾃治体 ⑦．その他

Ｑ２ 年 齢

①．19歳以下 ②．20歳台 ③．30歳台 ④．40歳台 ⑤．50歳台 ⑥．60歳台以上

Ｑ３ この体験会を何で知りましたか？

①．建設ＩＣＴ情報サイト ②．ＩＣＴ通信（メール） ③発注者を通じて ④建設業協会等を通じて
⑤．その他（ ）

Ｑ４ これまで、建設ＩＣＴ導入普及研究会が主催する体験会（見学会）に参加した事がありますか？

①．今回初めて参加した ②．２回⽬ ③．３回⽬以上 ④スタッフとして参加

Ｑ５ 体験会に参加していかがでしたか？

①．⾮常に良かった ②．良かった ③．普 通 ④．あまり良くなかった ⑤．良くなかった

Ｑ６ 技術体験についての評価をお聞かせください。

①．⾮常に良かった ②．良かった ③．普通 ④．あまり良くなかった ⑤．良くなかった【５段階評価】

①【座学・実演】ＵＡＶ(ドローン)、レーザスキャナによる地形測量 ① ② ③ ④ ⑤
②【実演】ＭＣバックホウ ① ② ③ ④ ⑤
③【座学】３次元設計データ作成・３次元出来形管理 ① ② ③ ④ ⑤

Ｑ７ 技術体験の説明のなかで、不明な点があれば、具体的にお聞かせください。

Ｑ８ ＩＣＴ土工を現場に導入する時の課題があれば、具体的にお聞かせください。

Ｑ９ 今後、建設ＩＣＴ導入普及研究会に求める役割はありますか？（上位３つまで○をしてください）

①．現場⾒学会の開催 ②．シンポジウムの開催 ③．会員による勉強会の開催
④．３次元データ処理などのデモの開催 ⑤．３次元データ処理⽅法などの操作説明会の開催
⑥．建設企業とリース・レンタル会社等とのマッチングの場 ⑦．基準類の説明会
⑧．その他（ ）

Ｑ10 体験会、建設ＩＣＴ導入普及研究会及びＩＣＴ施策等について、ご意見等がありましたらご記入ください。

ご協⼒ありがとうございました。
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